
附 属 明 細 書
\ 固定資産の取得及び処分、減価償却費（「第83特定の償却資産の減価に係る会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）並びに減損損失の明細 （単位：円）

資 産 の 種 類 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
減価償却累計額 減損損失累計額

差引当期末残高 摘 要
当期償却額 当期損益内 当期損益外

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産）

建 物 50¶533¶731¶295 1¶707¶459¶109 346¶132¶684 51¶895¶057¶720 14¶052¶520¶004 1¶893¶257¶502 ` ` �36¶645¶570 37¶842¶537¶716

構 築 物 5¶147¶744¶920 260¶263¶557 78¶621¶224 5¶329¶387¶253 2¶520¶821¶983 206¶825¶598 ` ` ` 2¶808¶565¶270

［重要な債務負担行為］ （単位：円）

契 約 内 容 契約年月日 契約金額 しゅん工又は
納入期限

教育研究用情報端末システム 2009年12月18日 235¶200¶000 2010年８月31日

新生児特定集中治療室システム 2010年３月15日 192¶150¶000 2010年９月７日

（病）診療棟新営工事 2009年12月18日 7¶119¶000¶000 2013年６月28日

（病）診療棟新営電気設備工事 2009年12月18日 1¶465¶800¶000 2013年６月28日

（病）診療棟新営機械設備工事 2010年１月８日 3¶570¶000¶000 2013年６月28日

（霞）レジデントハウス・ゲストハウス
棟新営工事

2009年12月15日 396¶375¶000 2011年２月23日

（霞）レジデントハウス・ゲストハウス
棟新営機械設備工事

2009年12月17日 128¶940¶000 2011年２月23日

（病）管理棟新営工事 2010年３月１日 193¶200¶000 2010年10月29日

２．金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりであります。

（単位：百万円）

貸借対照表表示勘定科目 貸借対照表計上額 時 価 差 額

\投資有価証券及び有価証券 12¶501 12¶513 12

満期保有目的有価証券

]現金及び預金 3¶510 3¶510 `

^未収附属病院収入 3¶943 3¶883 －
徴収不能引当金 � 60

_国立大学財務・経営センター債
務負担金（１年以内償還予定分
も含む）

(15¶082) (15¶371) (289)

`未払金 (9¶509) (9¶509) (－)
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] 国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療機器等に係る減価償却費見合いの資産見返物品
受贈額戻入が二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産見返物品受贈額のうち、対応する資産の減価償却費が診療経
費に分類されるものに関する資産見返物品受贈額戻入額 43¶455¶345円

G G G G G G

566¶164¶668円
［キャッシュ・フロー計算書関係］
１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳
現金及び預金 3¶510¶104¶022円
２．重要な非資金取引
ファイナンス・リースによる資産の取得 237¶996¶431円

［金融資産関係注記事項］
１．金融商品の状況に関する事項

当法人は、資金運用については譲渡性預金・国債等に限定し、資金調達についてはB独国立大学
財務・経営センターからの借入れに限定しております。
資金運用にあたっては、国立大学法人法第35条において準用する独立行政法人通則法第47条に
より取得が認められている公債、及び文部科学大臣が指定する有価証券のみを保有しており、株
式等は保有しておりません。また、未収附属病院収入は、広島大学財務会計処理細則に沿ってリ
スク管理を行っております。
国立大学財務・経営センター債務負担金及び長期借入金の使途は附属病院の整備資金であり、
文部科学大臣の事前承認に基づいて借入れを実施しております。

（＊１) 負債に計上されているものについては、( )で示しております。
（＊２) 未収附属病院収入に個別に計上している徴収不能引当金を控除しております。
注） 金融商品の時価の算定方法
\ 投資有価証券及び有価証券
譲渡性預金については短期で払い戻しが行われるため、その時価は帳簿価額にほぼ等しいこと
から、当該帳簿価額によっております。国債等については、取引金融機関から提示された価格に
よっております。

] 現金及び預金、並びに^未収附属病院収入
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから当該帳簿価額によっ
ております。

_ 国立大学財務・経営センター債務負担金
これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入を行った場合に想定される利率
で割り引いて算定する方法により算定しております。

` 未払金
短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており
ます。

［賃貸等不動産関係注記事項］
当法人は、東広島地区などに寄宿舎等を有しておりますが、賃貸等不動産の総額に重要性に乏しい
ことから、注記を省略しております。
［重要な後発事象］
該当事項はありません。
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